
質問順 議員名 質問予定日

1 湯浅　　榮 ９月７日（月）午前１０時３０分頃

2 髙橋　大志 ９月７日（月）午後１時１５分頃

3 根本　駿輔 ９月７日（月）午後２時１５分頃

4 励波　久子 ９月７日（月）午後３時１５分頃

5 塚本　幸子 ９月８日（火）午前９時３０分頃

6 木村　淑子 ９月８日（火）午前１０時３０分頃

7 鈴木　嵩人 ９月８日（火）午後１時１５分頃

8 緒方　妙子 ９月８日（火）午後２時１５分頃

9 篠﨑　典之 ９月９日（水）午前９時３０分頃

10 稲毛　茂徳 ９月９日（水）午前１０時３０分頃

令和８年第４回（９月招集）袖ケ浦市議会定例会

一般質問日程

※時間は目安です。議事の進行により前後することがあります。



　１０名　２１件

質問順

1 12番　湯浅　榮議員 1 本市の熱中症
対策について

(1) 本市におけるここ３年間の熱中症で救急搬
送された人数及びその内児童と生徒の人数
について

(2) ここ数年、市が行ってきた熱中症を含め暑
さをしのぐ対策について

(3) 通学児童生徒の暑さ対策について

(4) プール授業の現状について

2 安全で安心な
まちづくりに
ついて

(1) 昨年度から今年度、本市都市公園において
人的破壊行為は何件か。

(2) その中で、警察に被害届出書を出した案件
はどれほどか。

(3) 市内公園で防犯カメラは何カ所あるのか。

3 ボランティア
団体のクリー
ンセンターへ
の枝草等の搬
入の取り扱い
について

(1) ボランティア団体が枝草等をクリーンセン
ターに搬入できない理由について
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通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

　幸いなことに今年、本市では酷暑日はありませ
んでしたが、それなりに猛暑日もあり暑い日が続
きました。この温暖化については数年前から世界
的に問題にされているわけでありますが、暑さを
どのようにしのぐか、本市の対策等について４点
伺います。

　本市、都市公園の遊具やベンチ、防犯カメラな
どが壊されているのをここ数年たくさん見てきま
した。これらの破壊行為は市民の税金を無駄にす
ることになり、全く許してはならないと思ってい
ます。
　そこで、以下３点について伺います。

　私の関わるボランティア団体さわやかネット蔵
波台は通学児童の交通安全支援や高齢者支援をメ
インに活動していますが、今回は夏場に多く依頼
のある、庭木の剪定や草取りの後のクリーンセン
ターへの搬入について伺います。
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質問順 通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

2 5番 髙橋　大志議員 1 認知度向上に
向けた本市の
ポテンシャル
を最大限活用
した取組につ
いて

1 雨水災害への
対応について

2 改正民法を踏
まえた養育費
確保支援につ
いて

4 18番 励波　久子議員 1 (1) 帯状疱疹予防接種の助成が昨年度から始ま
りました。定期接種の対象者は、基本的に
６５歳以上となっています。県が今年度新
規事業として５０歳以上６４歳以下の方を
対象に市町村が任意接種で助成を実施して
いる場合、市町村を支援する事業を実施し
ています。市として任意接種も実施してい
かないか伺います。

(2) 定期接種への自己負担額について１回接種
の生ワクチン、２回接種の不活化ワクチン
両方とも県内自治体と比べ、自己負担額が
高い状況となっています。助成額を引上げ
ないか伺います。

2 高齢者施策に
ついて

(1) 終活情報登録事業の利用状況について伺い
ます。

(2) 聴力の低下を早期に発見するために健診で
の「聴こえに関するチェックリスト」等を
問診票に加えるとともに、聴力検査の実
施、加齢性難聴の方への補聴器購入費助成
制度を創設しないか伺います。

　８月１３日豪雨による浸水・冠水等の発生につ
いては、市としてハザードマップや過去の実績か
らリスクがある区域として想定されていた範囲内
であったか。

　本年４月に施行となった改正民法では、父母の
子に対する扶養責務が明確化されるとともに、養
育費の取決めがない場合の法定養育費、養育費債
権への先取特権、差押えまでのワンストップ執行
手続など、養育費の取決め及び履行を確保するた
めの制度が大きく見直された。そこで、この改正
を受けて養育費に関する相談対応及び離婚届提出
者等への案内をどのように見直したのか。また、
養育費の取決め及び継続的な履行を確保するため
の支援をどのように考えているのか伺う。

帯状疱疹ワク
チンについて

根本　駿輔議員

　本市で開催される大型イベントを活用したプロ
モーション展開、本市特産品・農産物の魅力発
信、都心好アクセスを活かした移住・定住促進、
周辺エリアの集客力及び話題性のある民間コンテ
ンツを活用した地域活性化による本市の魅力発信
など認知度向上のためのシティプロモーションの
方針や取組について伺う。

3 13番
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質問順 通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

3 障害福祉サー
ビスについて

(1) 障害福祉サービスを新規、また継続して利
用する場合、新規また更新のサービス利用
申請手続きをしなければなりません。申請
してから支給決定まで時間を要するケース
があり、困っているとの相談が寄せられて
います。申請から決定までの期間の定めが
あるのか、また現状についてどのように
なっているのか伺います。

(2) 今年度４月に市は障害福祉サービス等支給
決定基準を策定しましたが、なぜ今策定す
ることになったのか伺います。

(3) 今まで利用できていた居宅介護サービスに
ついて、市から国基準を示され「検討でき
ないか」と遠回しにサービスを減らすよう
促され、計画を作成しているケアマネ
ジャーの方から「今後の市障がい福祉課の
対応への不安」と「利用者の人権を守れる
か不安」との声が寄せられている。個々の
利用者の実態を市としてどのように把握し
ているのか伺います。

5 22番 塚本　幸子議員 1 放課後児童ク
ラブの基本的
考え方につい
て

(1) 現在の各放課後児童クラブの学区ごとの定
員と受け入れ状況はどうなっているのか。

(2) 来年度の各小学校入学予定者、放課後児童
クラブ利用者をどのように見込んでいるの
か。

(3) 奈良輪小学校の放課後児童クラブ棟を新築
しても定員は１０人しか増えないが、どの
ような意図があるのか、それにより今後の
放課後児童クラブ利用者の増加を満たせる
のか。

　本市は継続的に移住者が増えており、特に昭
和・長浦地区の人口増加は著しい。放課後児童ク
ラブの利用希望者も増加していて、奈良輪小学校
の校庭には来年度開設の放課後児童クラブ棟を新
築している。しかしながら、そのため従来から運
営していた民設民営の放課後児童クラブや人口減
少地域の放課後児童クラブと校庭内に設置された
公設民営の放課後児童クラブとの児童数に格差が
生じてきている。放課後児童クラブの設置・運
営・行政支援の考え方について、市長に伺いま
す。
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質問順 通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

(4) 現在設置されている民設民営、公設民営へ
の行政支援はどのようになっているのか。

(5) 今後の放課後児童クラブについて、利用人
員の動向見通し、設置・運営についての本
市の考え方、行政支援のあり方についてど
のように考えているのか。

(6) 今後児童数が減少するであろうと予測され
経営が厳しくなる放課後児童クラブに対し
て、撤退しないよう子育て支援の観点から
どのような支援方策を考えているのか。

2

(1) 公共用地に植栽されている樹木の管理につ
いて、被害が起きないよう定期的な点検等
の管理、その対応についてどのようになっ
ているのか、また、民有地からの倒木で車
や人に被害が予測される場合の対応をどの
ようにしているのか。

(2) 市内の道路の街路樹については、令和８年
２月に袖ケ浦市街路樹管理計画を策定した
が、具体的対応については優先順位をどの
ような観点で進めていくのか。

(3) 市内の国、県、市道等の車道、歩道へはみ
出している樹木等が民有地からのも含め多
数見受けられる。倒木等や車、人への被害
を防ぐために把握、点検、通報、処理など
をどのように対応しているのか。

6 10番 木村　淑子議員 1 (1) 令和３年度「袖ケ浦市地域防災計画」の改
訂で、応援の要請や関係機関との連携の見
直しが行われましたが、本市の人的応援の
受け入れなどに関する受援計画の現状につ
いて伺います。

　近年、公共用地や民有地に植樹されている樹木
が突然倒れ、車や人への被害が予測される事故が
多発している。また、国、県、市道等へはみ出し
ている樹木が多くみられる。それらへの対応策に
ついて市長の考え方を伺います。

公共用地及び
民有地からの
倒木対策、
国、県、市道
等の車道、歩
道にはみ出し
ている樹木へ
の対応につい
て

災害時におけ
る応援職員等
の受け入れ体
制について
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質問順 通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

(2) 受援計画に基づく具体的な訓練の実施状況
と、今後の計画見直しについての考えを伺
います。

2 民生委員・児
童委員の活動
環境の整備に
向けた取組に
ついて

(1) 民生委員・児童委員（以下「民生委員」と
いう）は誰もが安心して暮らせる地域づく
りのために重要な役割を担っています。民
生委員の活動は、高齢者、障がい者、子育
て世帯などの困りごとや不安の相談、支援
を必要とする人と行政や専門機関などをつ
なぐ橋渡し役、見守り活動、他にもサロン
の運営や会議・研修への参加など多岐にわ
たります。なりて確保に向けた、本市の取
組を伺います。

(2) 民生委員の負担軽減のため、イベント等の
企画運営を民間事業者に委託するなど活動
内容の見直しについて、民生委員児童委員
協議会に働きかけをしないか伺います。

(3) 民生委員にタブレット端末を貸与して、会
議のオンライン化や報告書を電子化するな
ど、デジタルツールの活用を支援しないか
伺います。

7 2番 鈴木　嵩人議員 1 防災、減災対
策について

　近年、地震や豪雨などの自然災害が全国各地で
頻発、激甚化しており、防災、減災対策の更なる
充実が求められている中で、市民一人ひとりが災
害への備えについて改めて考え、防災意識を高め
ていくことが重要である。本市においても、行政
による防災対策に加え、市民や地域、事業者など
多様な主体が連携し、平時から災害に備える取組
を推進していく必要がある。さらに、災害への備
えを特別なものではなく、日常生活で利用してい
る製品やサービス、施設等を非常時にも活用する
「フェーズフリー」の考え方が広がっており、防
災を日常生活に取り入れる新たな視点として注目
されている。
　本市における市民の防災意識向上に向けた取組
と、フェーズフリーの視点を取り入れた防災、減
災対策の推進について伺う。
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質問順 通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

2 (1) 地球温暖化対策実行計画について

(2) ＣＣＳ事業について

8 17番 緒方　妙子議員 1 福祉支援につ
いて

(1) 高齢や認知症の進行、判断能力が不十分な
方を法律で守り支援する成年後見制度です
が、必要な人に届いていないと感じます。
本市の利用状況と利用促進の考えについて
伺います。

(2) 本市でも終活情報登録事業が始まり、身寄
りのない高齢者などが緊急連絡先や持病、
葬儀、墓の希望など事前登録し、必要な問
合せに本人の意向を反映させることが可能
となりました。しかし、身元保証や入院、
施設入所、死後事務手続きなどのサポート
は受けられません。今後、こうした手続き
を公的に支援する体制が必要と感じますが
市の認識について伺います。

(3) 介護サービスを受けていない高齢者、社会
的孤立状態にある方、窓口につながらない
方等の支援は重層的支援体制がどのように
機能していくのか伺います。

環境政策につ
いて

　近年、猛暑や集中豪雨など気候変動の影響が深
刻化しており、地球温暖化対策は世界共通の課題
となっている。国では２０５０年カーボンニュー
トラルの実現に向けた取組を進めており、地方自
治体にも地域の実情に応じた施策の推進が求めら
れている。本市では、令和６年度から令和１２年
度を計画期間とする地球温暖化対策実行計画を策
定していることから、計画の進捗状況を適切に把
握し、社会情勢の変化も踏まえながら実効性のあ
る取組を進めていくことが重要である。地球温暖
化対策実行計画の進捗状況と今後の取組、また２
０５０年カーボンニュートラルの実現に向けた本
市の考え方について伺う。

　ＣＣＳは、二酸化炭素を回収し地下深部へ圧
入、貯留する脱炭素化に向けた技術の一つであ
り、現在、本市を含む県中南部地域を経由し、太
平洋沖の海底へ輸送、貯留する事業について検討
が進められている。本事業は広域的な取組である
ことから、市民の安心、安全を確保するため、事
業内容や安全性、環境への影響について丁寧な情
報提供を行うとともに、国、千葉県及び事業者と
連携しながら、地域の実情を踏まえた対応が重要
である。ＣＣＳ事業に対する本市の認識と、今後
の対応について伺う。
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質問順 通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

(4) 介護認定の申請から認定を受けるまで時間
がかかり、その間は暫定利用となり、リス
クを伴うことがあると伺います。本市の現
在の通知までの状況と認定調査員の不足は
ないか伺います。

2 自動運転バス
の運行につい
て

(1) 既存バス路線の代替としての導入を計画し
ている自動運転バスについて、今年度に自
動運転レベル２による運行を予定していま
すが、現在の進捗状況について伺います。

(2) 運行ルートは袖ケ浦ＢＴ～袖ケ浦駅を予定
していると伺っていますが、ルート選定の
考え方とその効果、今後の計画、展開につ
いて伺います。

(3) 令和９年度に自動運転レベル４の許可取得
を予定していますが、その基準、要件につ
いて伺います。

(4) 「車が無くても生活できるまち」を目指
し、自動運転バス、既存の路線バス、チョ
イソコがうら、他の交通手段との役割分
担、共存の考え方について伺います。

(5) 実証運行は国、県の補助金を活用できると
のことですが、その見通しと今後の財源の
考え方について伺います。

9 23番 篠﨑　典之議員 1

(1) 避難所運営に「ＴＫＢ４８」（トイレ・
キッチン・ベッドを発災４８時間以内に整
備）、内閣府指針（令和６年１２月改定）
のスフィア基準（トイレは当初５０人に１
基・男女比１対３、居住１人３．５㎡等）
を目標として明記し、達成状況を検証・公
表する考えはあるか。

(2) 免震構造等防災措置がとられた市役所新庁
舎を「指定緊急避難所」に指定しないか。

(3) 指定避難所の耐震性・老朽化・トイレ洋式
化等の改修方針と、マンホールトイレの全
避難所への整備計画、「避難者５０人に１
基」達成に向けた確保策はどうか。

　災害発生時及び避難生活期における避難所体制
の充実と災害関連死ゼロを目指す取組、並びに水
害・津波対策の以下の点について伺います。

頻発する災害
に備えた防災
対応と諸施策
等について
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質問順 通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

(4) この間の各地の災害を教訓に在宅避難・車
中泊等の「見えない避難民」を把握・支援
し、災害関連死ゼロに向けた対応策が急が
れる。本市の方策はどうか。

(5) 被災市民を酷暑から守る避難所になる学校
体育館の空調整備の対象校、年次計画、完
成目標時期、国の補助制度の活用状況はど
うか。

(6) 以下の地区の水害・津波対策と住民避難計
画はどうか。

① 袖ケ浦駅海側地区の内水・高潮対策と津波
浸水想定を踏まえた住民避難計画・避難経
路・周知訓練の状況、袖ケ浦アンダーパス
の排水設備・ポンプ点検、冠水時の通行止
め等安全対策はどうか。

② 不法残土・産業廃棄物投棄が問題視されて
きた蔵波中六の民間アパート立地地盤の安
全確認と近隣調整池の整備、線状降水帯発
生を踏まえた警戒避難体制・避難計画の策
定状況はどうか。

2 袖ケ浦駅・長
浦駅の駅舎整
備と駅環境の
改善について

(1) 長浦駅ホームにおける鳩のフン被害への抜
本策（防鳥ネット・忌避装置の設置、定期
清掃等）と、これまでのＪＲ東日本への要
望・協議の経過、市としての方策はどう
か。

(2) 両駅のホームと改札階を結ぶ動線は階段と
エレベーターのみでエスカレーターがな
く、５０段もの長い階段での昇降となる。
ホームからのエスカレーター設置に向けた
ＪＲとの交渉経過と回答、課題、国への要
望を含む今後の方策はどうか。

10 11番 稲毛　茂徳議員 1 (1) 現在進めている、自治会運営支援アプリの
試験導入に至った経過について

(2) 自治会運営支援アプリを導入することで、
どのような効果を期待しているのかについ
て

(3) 自治会運営支援アプリの本格導入に向けた
課題とロードマップについて

自治会運営支
援アプリ導入
に向けた経過
等について

－　8  －



質問順 通 告 者 質 問 事 項 質  問  要  旨

2 (1) 首都直下地震や局所的な災害で多数傷病者
が生じる想定にあり、本市はどのような多
数傷病者対応訓練や医療機関合同訓練を
行っているのか。

(2) 災害発生時の医療資源不足を補う地域の人
的資源の活用という観点から、外傷への専
門的知識を有する柔道整復師を加えた訓練
が必要と考えるが現状について伺う。

既に県下にお
いて実践型訓
練として事例
のある、多数
傷病者の発生
を想定した行
政と医療機関
が深く連携し
た実践的な災
害救護訓練等
について

－　9  －


